
 

 

JAL、錦織圭選手とのパートナー契約を締結 
～世界一を目指す錦織選手のチャレンジをサポートします～ 

 
2 0 1 5 年 11 月 27 日 

第 1 5 1 6 6 号 

 

JALは、本日、世界一流のプロテニスプレーヤー錦織圭選手とのパートナー契約を締結しました。 

 

世界ランキング最高位が4位の錦織選手は、もはや日本のみならず世界が憧れるプロテニスプレー

ヤーです。錦織選手は5歳からテニスを始め、夢を追いかけ13歳の時に単身で渡米後、世界への挑戦

を開始し、今も世界一のテニスプレーヤーを目指して、弛まぬ努力を地道に重ねておられます。これま

での世界を舞台にした活躍、その特徴的な攻撃型プレースタイルはもちろん、テニスに対して真摯に取

り組み世界の頂点にチャレンジする姿勢は、JALが掲げる「チャレンジ」・「プロフェッショナル」に通じるも

のがあります。  

JALは世界中を転戦される錦織選手の移動をサポートするとともに、機内で快適にお過ごしいただけ

るよう、万全の態勢を整えてまいります。また、錦織選手にはJALグループのイメージキャラクターとして、

2016年からCMなどにご登場いただく予定です。 
 

JALは、1951年の創業時から日本、そして世界の空を自ら切り拓くという、挑戦・開拓の歴史を重ね、多

くの人々の世界でのチャレンジをサポートしてまいりました。日本を代表し、世界の頂点を目指すトップク

ラスのアスリートをサポートするとともに、JALブランドに対する世界的な認知と信頼性を高めて、「世界で

一番お客さまに選ばれ、愛される航空会社」になれるよう、これからもチャレンジを続けてまいります。 

 

また、JALはリオデジャネイロ2016オリンピック・パラリンピック日本代表選手団のオフィシャルエアラ

インパートナーとして、そして、東京2020オリンピック・パラリンピックのオフィシャルエアラインパートナー

(*)として、オリンピック・パラリンピックムーブメントの盛り上げをリードしていきます。 

 
(*)2015年6月15日リリース「JAL、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会オフィシャルエアラインパート 

ナー」参照。 URL：http://press.jal.co.jp/ja/release/201506/003397.html 
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【錦織圭選手プロフィール】 

・生年月日  1989年12月29日（25歳） 

・出身地   島根県松江市 

・身長    178㎝ 

・体重    70kg 

・プレースタイル  右打ち（両手バックハンド） 

・現住所   アメリカ・フロリダ州ブラデントン 

・練習拠点  IMGアカデミー（フロリダ州） 

 

・ATP世界ランキング：最高4位（2015年4月13日）※現在第8位（2015年11月9日時点） 

 

・5歳でテニスを始め、2001年5月、全国選抜ジュニア選手権で優勝。 同年7月全国小学生大会、8月全

日本ジュニア12歳以下で優勝し、史上5人目となる全国制覇3冠を達成。 

 

・2007年…10月のジャパンオープンでプロ転向。 

 

・2008年…2月、デルレイビーチ国際選手権でATPツアー初優勝。 同年8月の全米オープンでは、日本

男子シングルスとして71年ぶりにベスト16進出という快挙を達成。 

 

・2012年…全豪オープンテニスのベスト8進出で世界ランキング20位に到達。日本代表として臨んだロン

ドン2012オリンピックでは、準々決勝まで進み5位入賞。 同年10月の楽天ジャパンオープン

では、見事優勝。 

 

・2014年…メンフィスの大会を連覇、マイアミのマスターズでベスト4、バルセロナのＡＴＰ500で優勝、マド

リッドのマスターズで準優勝、と立て続けに好成績を上げ、5月12日付の世界ランキングでは

9位を記録。 念願のトップ10選手の仲間入りを果たした。全米オープンでは、アジア人として

は初となるグランドスラム準優勝 という快挙を成し遂げた。その後も、マレーシアオープン、

楽天ジャパンオープンと2週連続でタイトルを獲得し、その年のポイント上位8名のみが出場

できる ＡＴＰワールドツアーファイナルズに出場。 

 

・2015年…メンフィスの大会を3連覇、続いて出場したメキシコオープンで準優勝、ATP世界ランキングを

自己最高の4位とする。4月、バルセロナオープンを連覇、7月、ワシントンのシティーオープン

でも優勝し、日本人としては最多となるツアー10勝目を挙げる。全米オープン後のデビスカッ

プのワールドグループ入れ替え戦では、日本のワールドグループ残留に大きく貢献した。昨

年に引き続き、ATPワールドツアーファイナルズ出場を決め、世界のトッププレーヤーの地位

を不動のものにしている。 
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